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・第３次福祉２１ビーナスプランの３年
目の見直し、障害者保健福祉計画の
見直し、高齢者保健福祉計画の見直し
について検討をを進める。
・各ワーキングループが検討した課題
について、市に対して施策提案ができ
るよう進める。

茅野市地域福祉計画

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1

一人ひとりが
主役となり、
「共に生きる」
ことができるま
ち

おおむね順調

・福祉２１茅野の専門部会を再編
し、具体的な課題に対するワーキ
ンググループを立ち上げた。
・第３次地域福祉行動計画を各
地区（ちの地区は行政区）で策定
することができた。

・福祉２１ビーナスプランと障害
者保健福祉計画の見直し、高
齢者保健福祉計画の策定に
ついて検討。
・各ワーキングループが検討し
た課題について、市に対して
施策提案ができるよう進める。

進捗
評価 おおむね順調 説明

　共通の施策目標のうち、課題に向けた施策の実施検討を進めているが着手まで至っていない
事項がある。「お互いに支えあい、その人らしく暮らせるまちづくり」を目指すため、地域福祉計画
の４つの基本理念を施策として、福祉２１茅野と課題解決に向けた議論をしながら支援や取組を
進めている。

今後の重点化
施策番号 4 説明

　すべての人が心豊かで快適に生活できるまちづくりを目指し、保健・医療・福祉の連携、相談支
援のネットワークの構築、地域での支え合いを進めるための取組に重点を置き、進めていきま
す。

・地域共生社会の実現に向け
た具体的な取り組みについ
て、、福祉21茅野の専門部会
並びにワーキンググループに
て検討を進めていく。

保健福祉サービスセンターの業務分
析や機能評価に基づき、サービスセン
ター機能の再確認（本来業務の明確
化）を行っていく。

3

ふれあい、学
びあい、支え
あいのあふれ
るまち

おおむね順調

・社会福祉協議会が主催する福
祉教育関わる活動が２４３件実施
され学びあいの場が提供できた。
・今年度は適正な補助金支出に
向け、実績を踏まえた補助金精
算方法を確定した。

・地域福祉活動を進める上で、
社会福祉協議会とのネット
ワーク形成を図る必要があり、
市と社協との認識共有が不十
分である。

・今後の組織的な再構築に向けて、職
員の交流派遣を検討していく。
・社協が実施する各事務事業について
性質を整理し、適切な補助対象事業の
精査を始める。

関連市民団体等名称

開催回数

主な意見 市の考えや対応など

「断らない相談」及び「伴走型支援」の
定着に向けて、総合相談窓口の再構
築と支援体制の拡充を検討する。

・こどもの医療費について現物給
付方式の導入により、こどもが医
療機関にかかりやすくなり受診回
数も増加傾向。
・生活困窮者の家計改善をプラン
の目標として支援した件数がＨ
29：4件、Ｈ30：13件、Ｒ元：17件と
増加しており、まいさぽの相談支
援の成果として表れている。

・新型コロナウイルス感染症の
影響により、生活活困窮者の
相談件数の予想され、支援体
制の拡充が必要。

4

すべての人に
とって豊かで
快適に生活す
ることができる
まち

おおむね順調

2

生涯にわたっ
て健やかに、
安心して暮ら
せるまち

おおむね順調

・保健福祉サービスセンター行政
機能評価作業チームによる今後
の茅野市の保健福祉施策体制
のあり方について提案をまとめる
ことができた。

参加延べ人数


